
今日の資本主義文明を築いた ヨォロッパが、

キリスト教の強い影響凶にあった(ある)乙と

は、言うまでもない。近代社会が生まれるiζあ

たって、キ リスト教との際僚や札綴はひとかた

ならぬものがあった。けれどもそれは、母jJ台を

喰い破るといういみであって、キ リスト教なし

ICそれが生まれなかったのは明らかだ。

それにひきかえ仏教は、だ.いぶ情けない経過

をたどっているようにみえる。 発祥の地イン ド

では、ヒンドゥー教に呑み乙まれ、とうに消滅

してしまった。脱力一ス卜の思想として失敗し

たと言ってもいい。中国では、正統思想である

{;E教に摂じふせられてしまった。現実主義の中

国人にとって、仏教は今日、漫才の種にさえなっ

ている。日本ではどうか。いちおう全員が仏教

徒だが、それは、切支丹・邪宗門でない乙とを

$，'n符lζ証明するための約束乙とで、宗教の内実
とはまた別である。結局、アジアの近代化と結

びっくような、新しい運動を結実する乙とはな

刀、っfこ。

O 

キリス卜教と仏教は、ま乙とIC対照的な運命

をたとる乙とになった。それには必然も恨拠も

あろう。.，

その鍵は、「法JIζ対する考え方の差異にあ

る。宗教と社会の関係が、キリスト教と仏教で

はまるで違っている。
本

ζの点をはっきりさせるため、言語ゲーム論

によって、問題を整理してみよう。

(1)社会は、さまさまな言語ゲームの絡まりあ

いでできている。(乙れを、社会 E言語ゲー

ムと書いてもよい。乙のアイデアについて詳し

いζとは、私の著書『言語ゲームと社会理論』

(動車書房)を見てください。)

(2)宗教は、何らかの自明でない前提を共有す

る言語ゲームである。自明でない前提(たとえ

ば神の存在)は、意識的に選択されるほかない。

そのため、社会のなかに、宗教を信じる一群の

人びと(信徒)を出現させる。
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(3)宗教のうちでも、特ICユダヤ教 ・イスラム

教は、社会の秩序(ルール)を再組織する戦略

をもっている。新しい宗教上のJレー Jレ(法律)

を創設して、それに従う共伺体を乙の地上に生 ，

み出す辺正fJである σ

(4)キリスト教は乙れに対し、宗教上のルーノレ

(法律)を守るべきだ、と考えるのをやめてし

まった。社会の秩序(法科りを否定しないが、

それに価値をおくわけでもない。地上の社会よ

りも、やがて来る神の王国が重姿であると考え

る。

(S){ム教は、乙れら宗教と異なり、社会の外IC、

社会を離脱した人びと(出家者)の集団を形成

する。乙の集団(僧伽)は、 Jレーノレ(戒律〉に

よって社会と区切られているが、そのノレールが

労働を禁止しているので、自立できず、かえっ

て社会に依存せざるをえない。(仏教を言語ゲー

ムとして記述するアイデアlζついて詳しくは、

『仏教の言説戦略J(動車書房)を見てくださ

キリスト教は、ユダヤ数以来の宗教法を廃棄

した結果、純然たる信仰の共同体iζ変容した。

それは、どんな社会秩序(法律)とも両立でき

る。キリスト教徒にとって、社会秩序(世俗の

法律)は人間(政治権力)が制定するものだ。

乙れは、神の認める人間の権限だから、正当に

制定された法律なら、それκ従わなけれはーなら
ない。そして、正当な法律が存在しない場合、

その制定を要求する乙ともできる。乙の発想が、

社会契約説や、市民革命の論理につながっていっ

た。(イスラム教徒は、人聞がl勝手に法律を制

定してよいというキリスト教徒の発想を、どう

しても承認する乙とはできない。ゆえに、近代

化f[激し く抵抗する、イスラム原理主義のよう

な動きも出てくる。)

イA教徒lζは、社会秩序を誰かが「制定するJ

という発想が、そもそも欠如している。法(ダ

ルマ)は、わざわざ制定しな くても、永遠不変

のものとして字宙(そして社会)を支配してい

る。仏教の修行者たちは、その秩序(ヒンドゥー
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的な輪廻の世界〉を目ft脱する乙と IL究極の価値

をおき、世俗社会の法律の及ばない場所iζ、月IJ

のJレーノレ(具足戒)fC従う自分たちだけの小共

同体(僧伽)を建設するのだ。

O 

仏教の立場では、世俗社会(の法律)fζ対す

る態度が両義的とならざるをえない。一方で、

社会のJレールは否定すべきもの、そ乙から離脱

すべきものである。しかし他方、それはそれな

りに価値あるものである。なせ.なら仏教徒は、

輪廻を離脱する原因(善根)を蓄積する必要が

あるが、なICが菩であるかは、世俗社会の価値

規準lとよって定義されるから。僧伽iζなくては

ならない「布施JICしでも、そのような善の一

種なのだ。

ζの差異は、仏教が知(覚り)Iζ重きを置く

ζと、とりわけ知が個々人のものであると考え

る乙とに基づくものだろう。仏教は、知が字宙

lζ遍満しているとみるが、ある条件さえ整えば、

ひとりの人間がそのすべてを完壁IL覚りうる、

と考える。しかもその知が、現実の現象l乙転化

しうると信じた(法力)。乙のような知は、直

接lζ他の個人と分かち合う乙とができず、通常

の語法によって言表不可能とされるしかない。

仏教は、真理の言説を人びとのあいだに流布

させるが、それはキリスト教の場合と異なり、

真理そのものをしるしたテキストではない。読

み，手個々人の知l乙活かされて、はじめて真理と

しての条件をそなえるのである。

O 

ζζから法律ないし権力IC対する、仏教徒特

有の態度も生じてくる。仏教の知は、自生的な

もので、外部から強制する乙とに意味はない。

戒は「具わる」のであって、制裁をともなう法

律(世俗法)とは無縁のものである。

キリスト教徒にとっては、神への絶対服従が

価値である。だからもともと、制裁をともなう

法律K従う乙とに、宗教的な意味を認めてきた。

乙の態度が、自分たち(市民階級)を世俗法lζ
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明日への提言

よってコントロールするという、近代化の思想

の土撲になった。

乙れに対し、仏教と権力の関係はどうか。社

会(権力)と僧伽が互いに外在しつつ、布施/

法施を交換しあうというのが、基本である。根

本のと乙ろでは、世俗社会に無方針である。主ti
謹国家の思想、は、その初期のスタイノレを、大乗

の要素、中国の要素を加味して変形したものだ。

だから権力の求めに応じて、法力を発揮する仕

組になっている。

法力(仏教の社会的パワー〕は、仏教の解き

明かす因果律を人びとが信じる限りで、現実的

な効果をもちうる。科学が普及した今回、その

基盤はすでに失なわれた。

近代社会と仏教の論理は、乙のように、情造

的iζ相容れない部分をあち乙ちに字んでいる。

乙乙 fC仏教の危段があるのではないだろうか。

仏教界の宗教的天才が、乙の危機を受け止め、

仏教を現代lζ通じる思想lζ再生させるよう願っ

てやまない。

*哲学者L・ヴィトゲンシュタイ ンの唱えた「言語ゲーム」

の考え方を、社会学の研究IC活かそうという試み。
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